
令和７(2025)年１０月７日　部長会議 
環境戦略部　カーボンニュートラル課 

第三期那須塩原市版環境マネジメントシステムに係る令和６年（2024）年度実績値の報告について 

　 
　市では、令和４年度から「第三期那須塩原市版環境マネジメントシステム（那須塩原市地球温暖化実行計画【事務事業編】）」の運用をしている。本書では、
環境マネジメントシステムにおいて「環境管理責任者は、前年度の取組実績をまとめた実績報告書を作成し、部長会議に報告の上、環境管理総括者に報告
すること」としていることから、令和６年度の温室効果ガス排出量実績の集計結果及び環境マネジメントシステムの進捗を報告するもの。 
 
〇　第三期那須塩原市版環境マネジメントシステムの目的 
・市が執行する事務事業から生じる環境への負荷を低減するため、積極的な行動をすること。 
・地球温暖化対策の推進を図るため、事務事業の執行に伴う温室効果ガスの排出量を把握し、その排出を削減すること。 
・環境保全に向け、職員の日常的な事務事業の執行のあり方に関して意識改革を図ること。 
・市が率先して環境の負荷の低減に努めることにより、市民、事業者に地球温暖化対策への意識改革を波及すること。 
 

〇　目標値 
　温室効果ガスの排出量について、平成２５（2013）年度を基準として、令和１２（2030）年度までに５０％削減することを目標としている。 
 
〇　令和６年度温室効果ガス排出量実績値及び基準年度比較 

 令和６年度実績値 基準年度 
（平成25年度） 

対基準年度比較 目標年度 
（令和12年度） 

実績値と目標年度との比較 

温室効果ガス排出量 
（単位：t-CO₂） 

20,815 29,553 
 

▲8,738 
（29.56％） 

14,776 6,039（t-CO₂）削減が必要 

 
 【参考】令和４～６年度温室効果ガス排出量比較 

 令和４年度 令和５年度 令和６年度 温室効果ガス排出量前年度比較 

温室効果ガス排出量 
（単位：t-CO₂） 

26,485 23,770 20,815 ▲2,955 
（12.43％） 

 
※温室効果ガス排出量算定時に使用する排出係数は、以下のとおり 
　　電力：電気事業者別排出係数　東京電力パワーグリッド（株）（0.000423（t-CO2/kWh）） 
　　　　chrome-extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmkaj/https://policies.env.go.jp/earth/ghg-santeikohyo/files/calc/r07_denki_coefficient_rev.pdf 
　その他：温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル(Ver6.0)　https://policies.env.go.jp/earth/ghg-santeikohyo/files/manual/chpt2_6-0_rev2.pdf 

ガソリン（0.00229（t-CO2/kl））、灯油（0.002503（t-CO2/kl））、軽油（0.002619（t-CO2/kl））、Ａ重油（0.002753（t-CO2/kl））LPG（0.006538（t-CO2/t））、
廃棄物（0.000826（t-CO2/t） 

※クリーンセンター改修工事に伴う廃棄物焼却処理の外部委託分を除く 
 

https://drive.google.com/file/d/1Uhp6sb_8rlr71201Slby4QvozeDn7Clb/view?usp=drive_link
https://policies.env.go.jp/earth/ghg-santeikohyo/files/calc/r07_denki_coefficient_rev.pdf
https://policies.env.go.jp/earth/ghg-santeikohyo/files/manual/chpt2_6-0_rev2.pdf


 
　　 


